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石川県ユネスコ協会

プラスチックごみ削減普及啓発
プロジェクト

北陸におけるSDGs達成に向けた
ESDプログラム開発

試行ごみ拾いの実施 3 回

ニーズ調査回答返信 59 校

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 30 ％
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活動内容と成果
川や海で活動をされている方々を迎えた検討会を3回
開催しご意見をいただき、川ごみ海ごみ削減の啓発
ツール（パネル、ごみ実物パネル、説明ボード、ビンゴ
カード）を制作した。制作した啓発ツールは貸し出しで
きる態勢を整えた。
啓発ツールを試行するごみ拾いを地域の団体に共催い
ただき3回実施した。
翌年度に小学校の出前講座に出向くために、10市区、計
254校の小学校にアンケートを送付し、ニーズ調査を
行った。結果、59校より返信をいただき、そのうち、10
校で出前講座を希望する回答を受け、実施のための調
整を始めた。

活動内容と成果
● 北陸ESD推進コンソーシアムと綿密な連携の下、
「北陸版SDGs・ESD実践ガイドブック」を作成し、
北陸3県のユネスコスクールや地域ユネスコ協会
等のステークホルダーに配布し、SDGs達成のた
めのESD教育の促進、普及の研修会・セミナーを
実施している
● 北陸3県のSDGs・ESDを推進するステークホル
ダーを委員とした「北陸SDGs・ESD推進協議会」
を設立し、情報・経験を共有し、SDGs達成のため
のプラットホームを形成しようとしている

課　題
川や海のごみ問題は、多くの人が理解し、自分事として
プラスチックごみを減らす具体的な行動がその対策と
して重要となる。しかしその普及啓発のためのツール
が十分でない。

目　標
プラスチックごみ削減の啓発のための出前講座の実施、
及び啓発ツールの活用などを通じて、海洋プラスチッ
クごみ問題を自分事として捉え行動できる人を増やす。

課　題
学校や地域社会ではSDGsとESDの関係に関する理解
に混乱があり、どのようにSDGsを達成するためのESD
教育を行うかの具体的な方策を提示し、普及する。

目　標
SDGs達成に向けて授業を実践している学校が増え、推
進のためのプラットホームが機能している。北陸にお
いてSDGsが達成され、持続可能な地域社会が実現して
いる。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍でのごみ拾い
イベントの開催判断とその準備に配
慮した。小学校へのアンケート送付
のタイミングも再考して変更した。

■工夫した点
小学校へのニーズ調査のためのアン
ケート用紙については、先生の負担
が少なく回答されやすいよう設問を
厳選した。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍や学校現場の
多忙化で連絡調整が難しく、対面の
研修会もできず計画通り活動ができ
なかった。

■工夫した点
オンラインでの会議・研修会・セミ
ナーに変更した。そのため、質の高
い個別の支援が増えた。

出前講座を希望された小学校で出前講座を行う。その際には、できるだけ地域団体
とも連携し、継続したサポートができることを念頭におく。また、小学生向けの啓
発資料やツールも充実させて普及されることを目指す。

北陸でSDGsが達成され持続可能な地域社会が実現する動きが始まる。そのための
地域ユネスコ協会も含めた推進プラットホームが形成され、SDGs達成に向けて
ESD授業を実践している学校が増え始める。

今後の
展望
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川ごみビンゴ試行のごみ拾いに出発！川ごみビンゴ試行のごみ拾いに出発！

勝山市長と語る会（勝山市南部中学校生徒の活動）勝山市長と語る会（勝山市南部中学校生徒の活動）

タペストリー型の啓発パネルを制タペストリー型の啓発パネルを制
作作

富山市立堀川小学校児童のデイ富山市立堀川小学校児童のデイ
サービス訪問サービス訪問

SDGs達成に向けた
授業の実践校 139 校
北陸SDGs・ESD
推進協議会開催 2 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 50 ％
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